
 １９７５年頃の自発光型ディスプレイ素子としては発光ダイオード（ＬＥＤ）と蛍
光表示管が実用化されて、種々の情報表示に用いられていた。当時ＬＥＤには
青色（Ｂ）が欠如しており、ＲＧＢの３色表示はできなかった。 一方蛍光表示管
では低速電子線を励起源とするために伝導度の高い蛍光体を必要としており、
当時はＺｎＯ蛍光体の緑白色発光だけしかなかった。 

 柊元研究室では、半導体の物性制御の研究の一環として従来の硫化物系の
絶縁性蛍光体に伝導性を付与することに取り組み、ＲＧＢの３色発光可能な導
電性蛍光体を開発した。蛍光表示管のメーカーと協力してこれらの蛍光体を用
いるディスプレイの開発を促進し、３色ディスプレイの実用化に大きな役割を果
たした。 
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